
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞  2025 年 5 月 28 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社日本メンブレン 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 吉田 厚英 

ホームページ URL（任意） https://n-membrane.com/ 

事業者ロゴ（任意） 
 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

2030 年において、事業活動のあらゆる側面において高いレベルで体現し、持続可能な社会の実現を目指し

ます。 

1. 環境負荷ゼロを目指す - 設計段階からの環境配慮を徹底し、生産活動の全工程において、省資源、

化学物質の投入削減、省エネルギーを極限まで追求します。 

2. 循環型経済を推進 - サプライチェーン全体で環境意識を共有し、お取引先様とも協力して環境負

荷の少ない持続可能な調達を推進することで、循環型経済への移行を積極的に後押しします。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

    ●  

      

 ● ●  ○ ○ 

     

 

○ ○ ○  ●  



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ☐ 【メイン】 

11、12、 

【サブ】 

13，14，15 

エコアクション 21 を取得しており、環境負荷の記録

及び削減を実施しております。 

目標値を設定し毎期評価及び是正策の策定、実施を行

っております。 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

②  

経済 ✓ 【メイン】 

8，9 

【サブ】 

 

エコアクション 21 では環境不可の削減だけでなく、

経営活動との相乗効果によって社会に貢献できるよ

う取り組んでおります。 

 

 

社会 ☐ 

環境 ☐ 

③  

経済 ☐ 【メイン】 

5，8 

【サブ】 

 

男女かかわらず育児休暇等の制度を利用できるよう

取り組んでおり、社員全員が働きやすい環境で活躍で

きるようになっております。 

 

 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

エコアクション 21 の取組

を継続し、環境負荷に関す

る記録を行うとともに、省

資源・省エネルギー・化学

物質使用量の削減に向けた

取組を実施しました。 

当社においては順調に炭酸

ガスの削減が進んでおり、

水使用量の削減についても

順調です。 

しかしながら廃棄物の量に

ついては改善の余地がある

ため、今後も継続して削減

活動を続けてまいります。 

 

  



②  

環境負荷の削減だけでな

く、経営活動との両立を意

識しながら、業務改善や効

率化に取り組みました。事

業活動を通じて、持続可能

な社会への貢献につながる

取組を継続しました。 

  

③  

男女を問わず育児休暇等の

制度を利用しやすい職場環

境づくりに取り組みまし

た。社員一人ひとりが働き

やすく、能力を発揮できる

環境の整備を継続しまし

た。 

年に１度従業員が利用でき

る制度について説明する場

を設けています。 

  

 


